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人権出前教室の様子

集合写真

競りの様子

水本村長挨拶 出材された東吉野産材

　

１
月
27
日
、
東
吉
野
こ
ど
も
園
で
、
人
権
擁
護
委
員
の
桝
本
氏
、
平
松
氏
に
よ
る

人
権
出
前
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た
後
、
絵
本
読
み
聞
か
せ「
も
っ

た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」を
真
剣
な
様
子
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
園
児
達
は
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
と
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て

ひ
よ
し
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
、
集
合
写
真
を
撮
っ
た
後
、
人
権
擁
護
委
員
か

ら
啓
発
物
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
桜
井
市
の
西
垣
林
業
株
式
会
社
原
木
市
場
に
お
い
て「
春
季
東
吉
野

材
ま
つ
り
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は「
西
垣
林
業
株
式
会
社
」の
創
業
者
で
あ
る
西
垣
愛
太
郎
氏
が
東
吉
野

村
の
出
身
で
、
東
吉
野
村
の
優
良
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ま
た
村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
林
業
、
木
材
産
業
を
盛
り
上
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
垣
林
業
株
式
会
社
専
務
執
行
役
員
の
横
谷
氏
の
挨
拶
の
あ
と
、
水
本
村
長
よ
り

「
出
荷
い
た
だ
く
方
々
に
マ
ル
シ
ェ
の
商
品
券
を
配
布
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方

に
出
荷
を
い
た
だ
い

て
、
事
業
主
の
方
に

た
く
さ
ん
買
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
市
に
は
多

く
の
東
吉
野
材
が
集

ま
り
、
会
場
に
は
県

内
外
か
ら
多
数
の
買

上
者
や
見
学
者
が
来

場
し
、
市
況
も
良
く

活
気
の
あ
る
競
売
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

人
権
出
前
教
室

炭
焼
き
体
験

春
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
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炭焼きの説明 薪割り機の説明

出来た炭と一緒に集合写真 割った木を釜へ詰めよう！

　

東
吉
野
小
学
校
３
・
４
年
生
の
児
童
が
、
大
字
大
豆
生
の「
八
幡
炭
窯
」で
、
炭
焼

き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
１
月
19
日
に
木
材
を
割
っ
た
り
、
窯
に
詰
め
る
な
ど
の
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
月
16
日
に
火
入
れ
を
し
た
窯
か
ら
、
出
来
上
が
っ
た
炭
を
取

り
出
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
炭
焼
き
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
薪
割
り
機
で
木
材
を
割
っ
た

り
、
炭
で
焼
き
芋
を
焼
い
て
み
た
り
と
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
、
炭
焼
き

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

炭
焼
き
体
験
を

通
し
て
地
元
の
木

材
の
良
さ
や
、
資

源
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
学
び
、
東

吉
野
村
な
ら
で
は

の
良
い
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談 ３月１０日（火）
午後２時～３時 

予約必要
※受付締切３月５日（木） 奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

３月１７日（火）
午後３時３０分～４時３０分

予約必要
※受付締切３月１０日（火）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

３月２７日（金）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切３月２６日（木） 奈良県医師会内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

☆耳に関する「講演会」と「無料相談」、女性のための健康講座の案内☆　参加費：無料
講演会名 日　時 場　所 内　容

耳の日講演会
※奈良県医師会
　耳鼻咽喉科部会

３月５日（木）
午後２時～４時

奈良商工会議所中ホール
奈良市西大寺南町８ｰ３３

○講演会「難聴・ふらつき対策で認知症を予防しよう２０２６」
　奈良県立医科大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座
　教授　北原　糺　先生
○無料相談

女性のための健康講座
※奈良県産婦人科医会

３月７日（土）
午後２時～４時

学園前ホール
奈良市学園南３ｰ１ｰ５

○「女性にやさしい婦人科の手術
　　　　～お腹に傷がつかない手術もあります～」
　高の原中央病院　産婦人科　細川　聡美　先生
○「誰も教えてくれなかった、婦人科がんの新常識」
　近畿大学奈良病院　産婦人科
　部長　関山　健太郎　先生

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和8年3月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

炭
焼
き
体
験
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

33
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き

　
３
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内
　
容

　
体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者

同
士
の
交
流

持
ち
物
　
飲
み
も
の

申
込
み

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
３
月
16
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ

れ
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
や
お
子
さ

ん
の
発
達
の
相
談
な
ど
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
全
額

必
要
書
類

　

申
請
書

　

予
診
票
の
写
し
（
市
町
村
控
え
）

　

領
収
書

申
請
方
法　

郵
送
ま
た
は
窓
口

申
請
締
め
切
り

　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
必
着
）

自
殺
対
策
強
化
月
間
に
つ
い
て

　

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で

す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
身
近
な
人
が
「
い
つ
も
と
様

子
が
違
う
」
と
き
、
ま
ず
は
「
ど
う
し

た
の
？
」
と
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

悩
み
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
で
は
電
話
で
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
事

が
あ
る
場
合
に
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
ら
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

電
話
番
号

　
　

０
７
４
２－

８
１－

８
５
２
７

　

平
日
16
時
30
分
～
20
時

　

土
日
祝
日　

９
時
～
20
時

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談
窓
口

　

電
話
番
号

　
　

０
７
４
４－
４
６－

５
５
６
３

　

平
日
９
時
～
16
時

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
に
つ
い

て
　

３
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
子
ど
も
予

防
接
種
週
間
」
で
す
。
子
ど
も
は
発
育

と
と
も
に
外
出
の
機
会
や
他
者
と
接

触
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
感
染
症

に
か
か
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て

必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
病
気
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
対
象
者
に
は
令
和
７
年

４
月
末
に
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

接
種
の
対
象
時
期
（
対
象
年
齢
）
が
過

ぎ
て
し
ま
う
と
費
用
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
接
種
に
あ
た
っ
て
は
医
療
機

関
宛
て
の
依
頼
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
住
民
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
歳
に
な
っ
た
ら

　

麻
し
ん
風
し
ん
第
１
期
、
水
痘
（
水

ぼ
う
そ
う
）

３
歳
に
な
っ
た
ら

　

日
本
脳
炎
第
１
期

年
長　

麻
し
ん
風
し
ん
第
２
期

小
学
校
４
年
生　

日
本
脳
炎
第
２
期

小
学
校
６
年
生　

二
種
混
合

中
学
校
１
年
生

　

子
宮
頸
が
ん
（
女
子
の
み
）

（
参
考
：
公
益
社
団
法
人
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.m
ed.

or.jp/vaccine/

）

　
３
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室

申
込
み

　
ご
希
望
の
方
は
、
３
月
19
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

（
締
め
切
り
間
近
！！
）

対
　
象

　
予
防
接
種
時
点
で
村
内
に
住
民
票

の
あ
る
方

※�

た
だ
し
、
２
月
28
日
ま
で
に
接
種

を
済
ま
さ
れ
た
方

※�

村
内
医
療
機
関
と
南
和
広
域
医
療

企
業
団
（
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
五
條
病
院
）
で
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
は
除
く

助
成
額

　

自
己
負
担
金
３
，
０
０
０
円
を
差

し
引
い
た
額

広 報 ひ がしよし の 令和８年３月１日
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

　

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
生

ま
れ
の
女
性
の
内
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
を
昨
年
度
末
（
令
和
７
年
３
月
末
）

ま
で
に
一
度
で
も
接
種
さ
れ
た
方
で
、

ま
だ
接
種
が
お
済
で
な
い
方
は
、
今

月
末
ま
で
全
額
公
費
で
接
種
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
必
要
書
類
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
接
種
医
療
機

関
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
住
民
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
性
の
健
康
週
間
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
８
日
は
「
女
性
の
健

康
週
間
」
で
す
。
女
性
の
健
康
を
支

援
す
る
た
め
の
情
報
ペ
ー
ジ
「
女
性

の
健
康
推
進
室　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ

（https://w
-health.jp/

）」
に
は
、
女

性
を
取
り
巻
く
健
康
問
題
、
女
性
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
の

特
徴
や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
女

性
特
有
の
病
気
や
症
状
に
関
す
る
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
様
々
な
ポ
イ

ン
ト
か
ら
女
性
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
個

別
検
診
は
３
月
末
が
締
め
切
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
村
で
は

年
間
を
通
じ
て
不
妊
治
療
に
関
す
る

助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
予
防
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、
交
感
神

経
を
刺
激
し
て
血
管
を
収
縮
さ
せ
る

た
め
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
喫
煙
者
が

吸
い
込
む
煙
（
主
流
煙
）
よ
り
、
火
が

付
い
た
部
分
か
ら
立
ち
上
る
煙
（
副
流

煙
）
に
よ
り
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
、

喫
煙
者
だ
け
で
な
く
そ
の
周
囲
に
い

る
人
に
も
ニ
コ
チ
ン
の
影
響
が
及
び

ま
す
。
た
ば
こ
は
依
存
性
が
強
い
た

め
、
一
度
吸
う
と
や
め
づ
ら
い
印
象

が
あ
り
ま
す
が
、
禁
煙
外
来
や
薬
局

で
処
方
さ
れ
る
薬
を
上
手
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
ラ
ク
に
禁
煙
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
喫
煙
者
自
身
そ
し
て
、

周
り
に
い
る
人
の
健
康
を
守
れ
る
よ

う
、
も
し
周
り
に
喫
煙
者
が
い
た
ら
、

禁
煙
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
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（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在）
①一般行政職

区　　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
東吉野村 42.0歳 60人 296,211円 343,297円 323,533円

国 41.9 歳 139,580人 332,237円 － 414,480円

②技能労務職
区　　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
東吉野村 55.0歳 1人 299,600円 323,568円 305,592円

国 51.3歳 1,703人 294,567円 － 337,907円
（注）１　「平均給料月額」とは、令和７年４月１日現在における各職種ごとの職員の

基本給の平均である。
　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、

時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務
員給与実態調査において明らかにされているものである。

　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間
外勤務手当、管理職手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものである。

（２）職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在）

区　分 東吉野村 国

一般行政職 大学卒 上級　220,000円

初級　213,600円

Ⅰ種　230,000円
Ⅱ種　220,000円

−
高校卒 188,000円 Ⅲ種　188,000円

技能労務職 高校卒 185,700円 185,700円

（3)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）

区　分 5年未満 5年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満 30年以上

一般行政職
大学卒 224,120円 262,200円 282,367円 295,750円 336,800円 320,200円 394,500円
短大卒 224,300円  −     円 291,100円 291,100円  −     円 336,550円 388,175円
高校卒 196,950円 228,900円  −     円  −     円 317,600円  −     円 366,588円

技能労務職 高校卒  −     円  −     円  −     円  −     円  −     円  −     円 299,600円

（１）一般行政職の級別職員数の状況（令和７年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 R6.4.1現在 R2.4.1現在
職員数 構成比 職員数 構成比

1級 定型的な業務を行う雇、主事補、技師補、主事、技師の職務 10人 16.7％ 12人 19.1％ 5人 8.1％高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事補、技師補、主事、技師の職務
2級 特に高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事、技師の職務 6人 10.0％ 6人 9.5％ 5人 8.1％

3級 １　課長補佐、議会事務局長、次長補佐の職務
２　係長、主査の職務 28人 46.7％ 30人 47.6％ 29人 46.8％

4級 １　困難な業務を処理する主幹、課長補佐、議会事務局長、次長補佐の職務
２　特に困難な業務を分掌する係長及びそれに相当する主査の職務 9人 15.0％ 9人 14.3％ 16人 25.8％

5級 課長、教育次長、参事、付の職務 7人 11.6％ 6人 9.5％ 7人 11.2％
（注）１　東吉野村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
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2 　職員の平均給与月額、初任給等の状況1 　総括

3 　一般行政職の級別職員数等の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口

（令和６年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
令和５年度の

人件費率
令和６年度 1,477人 2,484,167千円 688,140千円 592,470千円 23.8% 22.2%

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給　与　費 一人当たり
給与費 B/A給   料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

令和６年度 58人 201,291千円 31,106千円 77,736千円 310,133千円 5,347千円
（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　２　職員数は、令和６年４月１日現在の人数である。

（3） ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公
務員の給与水準を示す指数である。

広 報 ひ がしよし の 令和８年３月１日
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（１）期末手当・勤勉手当
東吉野村 国

１人当たり平均支給額（６年度）
1,215千円 —

（６年度支給割合） （６年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.50月分 2.10月分 2.50月分 2.10月分

（1.425）月分 （1.025）月分 （1.425）月分 （1.025）月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（注）(　)内は、再任用職員に係る支給割合である。

（２）退職手当（令和７年４月１日現在）

東吉野村 国
（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分

（3）時間外勤務手当
支給実績（令和６年度決算） 13,641千円
職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） 235千円
支給実績（令和５年度決算） 13,178千円
職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算） 249千円

（4）その他の手当（令和７年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（令和６年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（令和６年度決算）

扶養手当

（1）配偶者　3,000円
（2）子1人につき　11,500円
（3）父母等1人につき　6,500円
（4）�満15歳に達する日以後の最初の4月1日から満22歳に達する日以後の

3月31日までの子1人につき5,000円を加算

同じ 4,926千円 182,444円

住居手当 (1)借家・借間　最高限度額27,000円 同じ 1,983千円 180,273円

通勤手当
（1）交通機関利用　全額支給の限度額55,000円
（2）�交通用具利用（自転車、自動車等）2ｋｍ未満無支給、2ｋｍ以上距離に

より2,000円～ 38,700円を支給
同じ 7,365千円 118,790円

管理職手当 （1）5級の職員に対し給料の11％を支給 異なる

管理又は監督の地位にある
職員の場合
給料表、職務の級及び職に
応じて定められた額

3,106千円 517,667円

5 　特別職の報酬等の状況（令和７年４月１日現在）

区　分 給料月額等
給

料

村　　　長

副　村　長

646,000円
（　760,000円　）

585,000円
（　650,000円　）

報

酬

議　　　長

副　議　長

議　　　員

264,000円
（　294,000円　）

224,000円
（　249,000円　）

207,000円
（　230,000円　）

期
末
手
当

村　　　長
副　村　長

（６年度支給割合）
3.50月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（６年度支給割合）
3.50月分

退
職
手
当

村　　　長
副　村　長

（算定方式）
給料月額×520/100×勤続年数
給料月額×330/100×勤続年数

（支給時期）
退職（任期満了を含む）後随時支給
退職（任期満了を含む）後随時支給

（注）給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。

6 　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

区　分
部　　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由令和

７年
令和
６年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 1 1 0
総　　務 20 21 ▲1
税　　務 4 5 ▲1
民　　生 7 5 2
衛　　生 4 6 ▲2
農林水産 4 3 1
商　　工 2 2 0
土　　木 4 4 0

計 46 47 ▲1
教育部門 9 10 ▲1
小　　計 55 57 ▲2

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　道 3 3 0

その他 3 3 0

小　計 6 6 0

合　　計 61
〔69〕

63
〔69〕

▲2
〔0〕

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　２　〔　〕内は、条例定数の合計である。

4 　職員の手当の状況

広 報 ひ がしよし の令和８年３月１日
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区　分

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 計

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳 以上

職員数 1人 4人 6人 5人 5人 10人 5人 5人 5人 10人 2人 3人 61人

（3）職員数の推移
（単位：人・％）

区　　分
部　　門 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

５年前との比較

増減数 増減率（％）
一般行政 49 50 49 46 50 49 0 0.00

教　　育 10 10 9 9 10 9 ▲ 1 ▲ 10.00

公営企業 5 5 5 5 3 3 ▲ 2 ▲ 40.00

計 64 65 63 60 63 61 ▲ 3 ▲ 4.69
（注）１　各年における定員管理調査で報告した部門別職員数である。
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（２）年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在）

　令和８年４月から、１０年間指定管理運営を行ってまいりました当法人から社会福祉法人太
陽の村に運営のバトンを引き継ぐこととなります。この１０年は長いようで昨日のことのよう
にも思います。運営は変わるもののさくら苑は今後も今まで同様、地域の皆様に支えられなが
ら入居者様に穏やかな生活を送っていただけるよう努力を続けてまいります。最後に地域の皆
様におかれましては引き続きご指導ご鞭撻のほどいただければ幸いです。

現在、さくら苑では面会制限を行っております。
面会をご希望の方は、事前にさくら苑までお問い合わせください。

さくら苑だよりさくら苑だより

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
広 報 ひ がしよし の 令和８年３月１日
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認知症キッズサポーター養成講座を行いました
　認知症サポーターとは、認知症の人やその家族の人の「応援者」のことです。
　今年度は５年生と６年生合同で行いました。
　児童の皆さんは、真剣に話を聞いて、グループワークでは活発に意見交換を行ってくださいま
した。講座を受けたことで、認知症に対する理解を深めていただくことができたと思います。
　「認知症のことを知りたい」や「認知症の人との関わり方を知りたい」などの希望があれば、大
人向けの認知症サポーター養成講座も行っていますので、地域包括支援センターまでご相談くだ
さい。
　また、３月６日の１３：３０より、村住民ホールにて「～気づきから診断へ、現在の活動につ
いて～」という内容で若年性認知症当事者である平井正明氏の講演会を開催します。多数のご参
加をお待ちしております。

☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
　○介護制度に関すること　等々
　（秘密は厳守いたします）
　担当者が、電話相談、来所相談、訪問相談等で対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障がいのある方やそのご家族を対象に、暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談
をお受けするため、住民福祉課に窓口を開設しています。
　例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　３月１８日（水）１３時～１６時　　場　所　役場３階会議室１
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に

お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
広 報 ひ がしよし の令和８年３月１日
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和食とともに健康に！和食とともに健康に！

ご飯を主役に「一汁三菜」

「うま味」を生かし、食材そのものの味を大切に

食塩のとりすぎには気をつけて！

　和食は、日本人が古くから受け継いできた料理を中心とした文化で、その根底には「自然の
尊重」という考え方があります。海・山・里の豊かな自然がはぐくむ食材、うま味を活かした
調理、米飯を中心とした献立が特徴で、栄養のバランスにも優れています。健康的な食生活の
ために、ぜひ取り入れてみませんか。

①�主食（ご飯など）：おもに体のエネルギー源になる炭水化物に富む。

②�汁物（みそ汁など）：体を温め、適度な水分を補給する。具だくさんにす

ることで、さまざまな栄養素もとれる。

③�主菜（魚・肉など）：おもに体をつくるもとになるたんぱく質に富む。

④�副菜（野菜など）：おもに体の調子を整えるビタミンなどに富む。

　ごはんは脂質が少なく食塩もまったく含みません。水だけで炊くので量の割にはカロリーも少ないヘ
ルシーな主食です。和食だけでなく、洋風・中華風などどんな料理にも合わせやすいのも特徴です。

　和食の弱点は、食塩のとりすぎにつながりやすいことです。減塩
食品をとり入れたり、だしのうま味や酢の酸味などを生かして、よ
りヘルシーな食事を心がけましょう。

　「うま味」は日本で発見されました。和食には、このうま味だけを取り出し、異なるうま味を
組み合わせて味わいを深めて料理に活かす技術があります。うす味で食材そのものの味が楽し
める秘密もだしにあるのです。

広 報 ひ がしよし の 令和８年３月１日
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１月２６日　ふれあい郵便交流会

ふれあい郵便交流会及び感謝会

　ふれあい郵便は８０歳以上ひとり暮らし高齢者に、ボランティアの方から毎月手紙を
送り届ける事業です。

　ふれあい郵便は今年度で１８年目を迎え、手紙を希望するひとり暮らし高齢者が３１名、
また、手紙を書いてくれるボランティアの方も同じく３１名います。

　１月２６日に手紙を書いてくれるボランティアの方同士の交流会を開催して、１０名の方
が参加してくれました。

　参加者は手紙の内容がどうやれば喜んでいただけるか常日頃から考えてくださり、日常で起

きた笑える話しやトホホな話しを織り交ぜて、相手のことを思い気遣いながら丁寧に手紙
を毎月書いてくれています。

　今回の参加者で８８歳になる方がいて、本来ならふれあい郵便をもらえる側の対象者です
が、手紙を送る側のボランティアでこの事業を支えてくれています。

ふれあい郵便のボランティア大募集
　今の時代、携帯やパソコンでやりとりすることは当たり前ですが、手紙をしたためる良さや、

手紙をもらう感動には特別なものがあります。

　手紙を書くことに興味のある方、ご協力いただける方は３月１３日までに下記にお問い合わ

せください。

お問い合わせ先　東吉野村社会福祉協議会　担当　伊野　ＴＥＬ　４２－０４４１

広 報 ひ がしよし の令和８年３月１日
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